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5月臨時会で決まった主な案件
令和６年度一般会計補正予算（第１号）	 （万円未満切捨） 

◇調整給付金給付事業（国の原油価格・物価高騰緊急対策） 6億8806万円
◇住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業（国の原油価格・物価高騰緊急対策） 2億1646万円
◇新文化ホール計画再検討事業（新文化ホール基本計画再検討支援業務など） 1518万円
◇市議会議員補欠選挙執行事業（公職選挙法に基づく負担金など）  891万円

その他
◇財政調整基金の繰入れ（選挙関連事業費の財源）　ほか

人事議案
◇固定資産評価員の選任（１人）

意見書
◇再審法（刑事訴訟法の再審規定）改正に向けた速やかな議論を求める意見書

５月７日から１０日までの４日間にわたって、５月臨時会を開催しました。
国の原油価格・物価高騰緊急対策による調整給付金給付事業、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業や新文化ホー
ル計画再検討事業などの補正予算を可決しました。また、新文化ホール整備事業に関する住民投票条例案を賛成少数で
否決しました。

6月定例会で決まった主な案件
令和６年度一般会計補正予算（第２号）	 （万円未満切捨） 

◇保育士確保対策事業、介護人材確保対策事業（保育人材・介護人材確保への支援） 455万円
◇奨学金返済負担支援事業（従業員の奨学金返済を支援する中小企業等への補助） 102万円
◇ゼロカーボンシティ推進事業（脱炭素プラットフォーム運営支援業務など） 1430万円
◇花火大会検証事業（検証会議の設置経費、花火大会の保険料に係る補助など） 229万円
◇内水対策事業（由良川右岸など内水対策検討業務） 1200万円
◇消防団施設整備事業（河守上分団統合車庫・詰所の新築工事） 6934万円
◇新型コロナウイルスワクチン接種事業（定期接種に移行後のワクチン接種委託） 1億7858万円

条例 
◇福知山市空家等の適正管理に関する条例の一部改正
◇福知山市地域住民センター条例の一部改正　ほか

その他 
◇物品の取得（消防ポンプ自動車、多機能型小型動力ポンプ付積載車、スクールバスなど）
◇財産の無償貸付（旧俊明多目的集会所の土地・建物）　ほか

人事議案 
◇公平委員の選任（2人）　ほか

６月２８日から７月２３日までの２６日間にわたって、６月定例会を開催しました。
大橋市長３期目スタートの肉付予算を含む補正予算など２１議案が市長から提案され、いずれも全員賛成で原案どおり
可決・承認・同意しました。請願については、２件が提出されましたが、いずれも賛成少数で不採択となりました。

◇原油価格・物価高騰緊急対策、新文化ホール計画再検討などの補正予算を可決
◇新文化ホール整備事業に関する住民投票条例案を否決
◇再審法（刑事訴訟法の再審規定）改正に向けた速やかな議論を求める意見書を

国に提出

５月臨時会

◇市長選後の肉付予算  保育士・介護人材確保対策、奨学金返済負担支援、花火
大会の検証、内水対策などの補正予算を可決

６月定例会

臨
時
会
・
定
例
会
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予算額 6億8806万円
補正予算の主な審査内容を掲載します。

令和5年分の所得を基に給付を行う。
不足分については令和７年度に追加支
給する。

A

税務課

自治会に対し共助による除雪費の補助奨学金返済負担金を市が上乗せ支援
あらかじめ自治会
から申請された一
定の条件を満たす
市道の区域で、共
助による除雪作業
を実施した自治会
に対し１㎡当たり
15.7円の作業費
を補助

予算額 102万円 予算額 62万円

市内中小企業者などの人材確保を支援するととも
に、高等学校、大学、短期大学、専門学校などを
卒業した若者などの市内就職の促進を図る事業

令和６年度 補正予算審査（５月臨時会）

令和６年度 補正予算審査（６月定例会）

調整給付金給付事業
令和６年度税制改正で実施される一時的な定額減税において、所得税・個人住
民税の定額減税措置で減税しきれないと見込まれる納税者に差額を支給する

対象者や給付額の見込みについては、
いつの時点のデータを基にするのか。

Q

20自治会を想定している理由は。Q京都府の支援事業の要件は。Q
令和５年度に府民協働事業で除雪さ
れている自治会数が20自治会あった
ので同程度を想定しているが、それ以
上の自治会から申請があれば対応し
ていきたい。

◇支援対象者が正社員であること
◇正社員となって6年以内であること
◇奨学金を本人が返済中であること
◇京都府内事業所に勤務していること

A

道路河川課

A

産業観光課

確認書送付予定時期	 8月下旬
給付予定時期	 9月中旬以降

京都府が実施する就労・
奨学金返済一体型支援事
業に市が補助金を上乗せ
する制度。
従業員への奨学金返済支
援制度を設ける中小企業
者などが手当などを支給
する場合に、その手当額
の一部を補助する。 補助事業のイメージ奨学金返済支援のイメージ

企業からの
手当額
18万円

事業者負担
4.5万円

市補助額4.5万円
［産業観光課］
京都府補助額
9万円

調整給付金の対象者
（国の資料より抜粋）

調整給付

予
算
審
査
報
告
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委
員
会
審
査
報
告

主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
専
決
処
分
の
承
認
（
福
知
山
市

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正
）

問　
都
市
計
画
税
の
特
例
の
適
用

期
限
を
３
年
延
長
す
る
に
至
っ
た

理
由
は
。

答　
土
地
の
価
格
上
昇
に
よ
る
税

額
の
急
激
な
上
昇
を
避
け
る
た
め

の
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
延
長
に

な
っ
た
。

問　
激
変
緩
和
措
置
に
よ
る
税
収

額
へ
の
影
響
は
。

答　
地
価
の
大
幅
な
下
落
が
な
い

限
り
大
き
な
減
収
は
な
い
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
承
認

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
新
文
化
ホ
ー
ル
整
備
事
業
に
関

す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定

問　
再
検
討
は
原
点
に
立
ち
帰
り

市
民
の
総
意
を
聞
い
て
始
め
る
べ

き
で
は
。

答　
今
後
再
検
討
の
中
で
市
民
一

人
ひ
と
り
の
意
見
を
頂
戴
す
る
場

を
設
け
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
再
検
討
を
行
う

の
か
。

答　
基
本
構
想
の
基
本
理
念
は
大

切
に
し
つ
つ
、
機
能
や
規
模
、
場

所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
基
本
計

画
の
全
て
に
つ
い
て
の
再
検
討
を

行
う
。
そ
の
対
象
が
基
本
構
想
に

含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
同

様
に
再
検
討
を
行
う
。

問　
候
補
地
ご
と
に
建
設
や
運
営

に
つ
い
て
の
コ
ス
ト
を
提
示
す
る

考
え
は
。

答　
規
模
を
再
検
討
す
る
に
当
た

り
、
建
物
の
建
設
費
や
運
営
経
費

と
共
に
土
地
の
造
成
費
や
周
辺
整

備
費
な
ど
も
含
め
て
比
較
検
討
が

で
き
る
よ
う
な
情
報
整
理
を
行
う
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

あ
り

審
査
結
果

付
託
議
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
物
品
の
取
得
（
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
）

問　
車
両
更
新
の
目
安
の
年
数
と
、

現
車
両
の
今
後
の
取
り
扱
い
は
。

答　
更
新
計
画
を
立
て
て
対
応
し

て
い
る
。
ポ
ン
プ
車
と
救
急
車
の

場
合
、
導
入
後
10
年
経
過
か
、
走

行
距
離
15
万
キ
ロ
到
達
の
い
ず
れ

か
早
い
方
が
更
新
の
目
安
で
あ
る
。

現
車
両
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却

予
定
で
あ
る
。

■
物
品
の
取
得
（
消
防
団
車
両
）

問　
更
新
す
る
車
両
４
台
の
配
備

先
は
。

答　
多
機
能
型
積
載
車
は
下
川
分

団
に
配
備
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
３
台
は
修
斉
、
上
夜
久
野
、

下
夜
久
野
の
各
分
団
に
配
備
す
る
。

反
対
討
論

な
し

賛
成
討
論

議
第
８
号
に
賛
成

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
保
育
士
確
保
に
影
響
は
。

答　
小
規
模
保
育
園
の
３
歳
以
上

の
受
入
れ
は
特
例
の
範
囲
で
あ
り
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

■
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

包
括
的
支
援
事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

問　
常
勤
換
算
方
法
に
よ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置
で

利
用
者
側
へ
の
影
響
は
。

答　
セ
ン
タ
ー
配
置
の
職
員
は
３

職
種
、
３
人
の
正
規
職
員
が
基
本

に
な
る
。
正
規
職
員
の
起
用
が
難

し
い
中
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を

増
や
し
、
支
援
に
隙
間
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
た
。
職
員
配
置
は
各

職
種
４
人
以
上
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

に
分
散
配
置
し
て
お
り
、
改
正
に

よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
。

問　
改
正
で
何
が
変
わ
る
の
か
。

答　
３
職
種
の
中
で
正
規
職
員
配

置
が
難
し
か
っ
た
主
任
介
護
支
援

専
門
員
の
と
こ
ろ
に
会
計
年
度
任

用
職
員
の
有
効
な
配
置
が
可
能
と

な
っ
た
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
空
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
管
理
不
全
空
家
な
ど
の
軒
数

の
把
握
は
。

答　
現
在
調
査
を
完
了
し
、※
管
理

不
全
空
家
相
当
は
約
40
軒
あ
る
。

■
福
知
山
市
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

問　
桃
映
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー
を

追
加
す
る
に
あ
た
り
、
福
知
山
市

立
公
民
館
条
例
と
の
使
い
分
け
は
。

答　
利
用
目
的
に
よ
っ
て
使
い
分

け
て
い
る
。

■
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

（
旧
俊
明
多
目
的
集
会
所
）

問　
貸
付
の
相
手
方
は
、
集
会
所

の
全
て
の
施
設
を
利
用
す
る
の
か
。

答　
全
て
の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
お
ら
れ
ず
、
基
本
協

定
の
中
で
、
若
者
談
話
室
な
ど
転

貸
も
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
方
々
が
イ
ベ
ン
ト
利
用
さ
れ
る

際
は
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
※管理不全空家…誰も住んでいない状態の家で、管理が不十分で今後もそのままの状態だと特定空家に指定される恐れのある空家を指す。

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

条例制定を求める署名用紙

消防ポンプ車導入車両のイメージ
（消防署東分署に配置）

委
員
会
審
査
報
告



■請願者／河田　良樹 氏 
■目　的／イスラエルによるパレスチナに対する無差
別攻撃に人道的立場から、平和的解決に向けての意見
書を政府に対して提出することを求める。    
■請願賛成討論　
「傍観者にはなりたくない」 梶原　秀明
　日本政府はロシアのウクライナ侵略の対応に比べる
と、イスラエルの国際法違反の行為に対する対応が曖
昧。私たち福知山市民のガザ市民の安全を願う思いを
少しでも多くの人に伝えたい。どんなに小さなメッ
セージでも、それが戦争を止めるための力になること
を信じる。傍観者にはなりたくない。
■請願賛成討論　
「地方自治体からの反戦行動が重要」 足立　治之
　第2次世界大戦で2度も原爆を投下され敗戦国となっ

た日本は、戦争の無意味さ・悲惨さを痛いほど経験し
ているはずだ。だからこそ国際問題は国に任せておけ
ば良いという逃げ口上ではなく、日本政府の発信力が
弱い今こそ地方自治体から大きな声を上げ、日本政府
に対して強く進言するべきと考え、賛意を表明する。
■請願反対討論　
「最大限の外交努力を評価」 岡野　天明
　平和憲法を持つ日本政府が支援に最善を尽くすこと
は自明の理である。どちらに非があるか判断が難しい
中、一方に偏った表現が見受けられた。あくまで、2国
間解決が公正で永続的で安全な道である。請願にある
「可能な限り外交努力を講じるべき」との趣旨には、
日本政府として最大限の外交努力を行っていると評価
する。
■議決結果／不採択

請願第6号　イスラエルのガザ侵攻に対し平和的解決の意見書提出を求める請願

請願第7号　ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の保障を国に求める意見書提出に関する請願

■請願者／ 京都医療介護労働組合連合会　執行委員長　
勝野　由起恵 氏　他2名 

■目　的／医療や介護現場で働くすべてのケア労働者
の賃上げと人員確保につながるよう、政府の責任で、
全額公費による追加の賃上げ支援策を実行すること、
また、物価高騰や人件費増を継続的・安定的に賄える
よう、診療報酬と介護報酬を抜本的に引き上げるとと
もに、それに伴い増える患者・利用者負担の軽減措置
を講じるよう国に対し求める。    
■請願賛成討論　
「ケア労働者の処遇改善は国の責任」 中村　初代
　医療・介護・福祉の現場では深刻な人手不足が続い
ている。その背景には過酷な労働条件と低い賃金水準
がある。政府は2024年の報酬単価の改定に賃上げに特
化した財源を盛り込んだが、全産業平均から大きく下
回る状況を改善できていない。報酬単価の再度引き上
げとともに、利用者の負担軽減策も国の責任で実施す
べきである。

■請願賛成討論　
「ケアワーカーの賃金アップを」 小原　彰紀
　高齢化の進展に伴い、加齢による疾病や認知症者の
生活を支える看護・介護職員の人材不足は深刻な状況
であり、その大きな課題背景となっている低賃金への
対策が重要である。来るべき超高齢化社会を支える
エッセンシャルワーカーである看護・介護職員の賃金
については、持続的アップが実現でき、人材確保につ
ながる報酬体系の整備が必要であることから本請願に
賛成する。
■請願反対討論　
「賃金引上げの対応は始まっている」 中嶋　　守
　市民の命と健康を守るケア労働者の人員確保は喫緊
の課題である。介護従事者の意見書はすでに提出完了
している。そして診療報酬改定では賃金増率に必要な
仕組みを開始したばかりである。他産業でも同じく人
員不足の中、経営努力をされているが、原材料高など
により賃上げ目標の達成は容易ではない。それらを踏
まえ国への意見書提出には同意できない。
■議決結果／不採択

市民の皆さんからの請願審査

※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

5月臨時会の議案に対する討論

議第1号から議第5号まで　令和6年度一般会計補正予算（第1号）　ほか

反 対 （議第1号）
「市長の判断は自らの保身だけだ」	 荒川　浩司
　住民投票への市民の思いは、「新文化ホール計画に
対し、このまま進むべきか、見直すべきかを明らかに

してほしい」という内容です。それを採決日の前日
に、全議員に「新文化ホールの再検討」を表明された
ことは、市民に対しての配慮が全く感じられず、自ら
の保身に走られた行為である。

※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。
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議第3号 財政調整基金の繰入れ
議第4号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正）
議第5号 専決処分の承認（福知山市都市計画税条例の一部改正）

議第6号 固定資産評価員の選任（蘆
あ し

田
だ

 祐
ひ ろ

幸
ゆ き

 氏）
市会発意

第3号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）改正に向けた速や
かな議論を求める意見書

■全員賛成で可決・承認・同意となった議案

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
「ふくちやま・
市民の声」

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

足
立
　
治
之

小
原
　
彰
紀

議第1号 令和6年度一般会計補正予算（第1号） 可
決 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

議第2号 新文化ホール整備事業に関する住民投票条
例の制定

否
決 × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対
※田渕裕二議長（新政会）は、議長職のため表決に加わっていません。　※所属会派は、5月10日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

反 対 （議第1号）
「住民投票反対予算で再検討は困難」	 吉見　純男
　基本計画で定めた施設の機能や規模、場所、スケジュール
などについて、新たな再検討委員会を設置し、市民懇談会や
パブリックコメントなどで改めて市民の意見などを聞きなが
ら再検討を進めるとしている。しかし、住民投票に反対の立
場で、再検討の課題などを明確にしていない中での予算は市
民の意見を反映した新文化ホール事業とならない。

反 対 （議第1号）（議第2号【原案賛成】）
「住民投票を行うべき」	 塩見　　聡
　8296人の署名を集めた住民投票請求代表者の意見は
「検討委員会はコンプライアンス違反、毎年赤字による
市民負担増の危険性、ポッポランドと同じにならないよ
うに、※6割以上が住民投票を望む」でしたが市長は「実
益はない」と意見を出しました。誰に対して「実益はな
いのか」、福知山市全体のために住民投票を行うべき。
※令和6年4月末にJX通信社が実施したアンケート結果

反 対 （議第2号【原案賛成】）
「住民投票条例の制定は実益無しか」	 足立　治之
　新文化ホール整備事業の見直しを求める有効署名
7700筆は、市民の怒りだ。ただし、その署名数は有権
者のわずか12％に過ぎない。残りの88％の市民の意見
は集約されていない。厚生会館跡地でそのまま進めて
ほしいという意見が多数かもしれない。その声を聞か
ずして、市長が見直すというのは、市民不在だ。条例
制定こそが市民の声だ。

反 対 （議第2号【原案賛成】）
「願意は市民の意思を問うこと」	 梶原　秀明
　市長は意見書で「住民投票を実施する実益はない」
と述べているが、住民投票には実益がある。仮にどん
な優れた「再検討案」が示されようと、住民投票に勝
るものはない。なぜなら、自分が政策決定に直接関
わったという実感は一人ひとりにとってかけがえのな
い福知山市民としてのプライドになるからだ。

賛 成 （議第1号）
「適切な予算措置であり、賛成だ」	 森下　賢司

　新文化ホール計画を再検討するための費用計上、物
価高騰対応のための臨時特別給付金や、定額減税が行
われることによる納税者への給付金の予算計上など、
いずれも適切な予算措置がされており、賛成である。

賛 成 （議第2号【原案反対】）
「再検討を注視しあるべき姿に導く」	 片山　正紀
　住民投票により見直しの賛否を問うよりも、市にお
いて今後進められる「新たな土地の取得や公民連携手
法も視野に入れた新文化ホール整備に係る再検討状
況」を注視し、あるべき姿に導くことこそが、最良の
道と考え、「新文化ホール整備事業に関する住民投票
条例の制定」については反対する。

賛 成 （議第2号【原案反対】）
「状況が一歩前へ進んでいる」	 イシワタ　マリ
　住民投票を目指した尊い署名活動のおかげで、状況が
一歩前へ進んでいる。市長はすでに計画見直しを表明し
ており、その賛否だけを問う住民投票に3100万円を投
じるべき段階ではない。今必要なのは、幅広い市民が納
得する新文化ホール実現のためのしくみ整備である。

賛 成 （議第2号【原案反対】）
「見直しはすでに達成されている」	 髙橋　正樹　　　
　市長が改めて市民の意見を聞きながら再検討し、見
直しを表明したことで、住民投票の目的である「新文
化ホールの見直し」はすでに達成されている。すでに
方向性が決定している中で、あえて税金から3千万円以
上の費用をかけて、住民投票を実施するべき意義や必
要性は、もはや実質的に失われているため条例制定に
は反対する。

賛 成 （全議案）
「市民の声を大切に未来を築く」	 井上　雄一
　物価高騰対策として、非課税世帯などに10万円、子
ども一人当たり5万円を支給する経済支援策が実施さ
れる。また新文化ホール再検討のために、市民の思い
を受け止め、懇談会や再検討委員会で議論を進め、市
民が望む新文化ホールの実現を目指すことになってい
る。市民の声を大切に意見が反映される未来を目指し
て、全議案に賛成する。

5月臨時会の議決結果について
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
「ふくちやま・
市民の声」

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

足
立
　
治
之

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

請願第6号 イスラエルのガザ侵攻に対し平和的解決
の意見書提出を求める請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第7号 ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の
保障を国に求める意見書提出に関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対
※田渕裕二議員（新政会）は、議長職のため表決に加わっていません。
※所属会派は、7月23日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

議第7号から議第23号まで　令和6年度一般会計補正予算（第2号）　ほか

賛 成 （議第7号）
「生活基盤向上のための補正予算だ」	 森下　賢司
　今回の補正予算は、不足する保育士や介護人材確保
のための財政支援、消防団員の環境整備のための予
算、市道の改修や内水対策など、いずれも妥当な予算
措置と認められる。有害鳥獣防除事業と除雪関連事業
に盛り込まれた新規補助金は、自治会や地域住民を支
援するものであり、評価でき賛成する。

賛 成 （議第7号）
「コロナワクチン接種の安全確保」　　　水谷　タツヤ
　厚生労働省の報告では、今までのインフルエンザワ
クチンと比べると100倍ほどの認定死亡者数があり、
7500人を超える健康被害認定者数があることも事実
である。接種案内にはリスクの周知と、接種前には医
師によるインフォームドコンセント（説明と同意）を
しっかりと取っていただくことを期待し賛成する。

賛 成 （議第8号）
「市民が安心利用できる制度へ」	 吉見　純男
　現在においても、マイナンバー制度に係る情報漏え
いが後を絶たない中で、本条例はマイナンバーを使っ
た個人情報の事務拡大などの提案となっている。日本
共産党はマイナンバー制度は根本からの再検討が必要
と考えているが、今回の条例改正を行わない場合、申
請事務処理に時間を要することから、市民への不利益
が生ずるため賛成する。

賛 成 （全議案）
「未来を見据えた市政施策と予算」	 井上　雄一
　奨学金返済負担の支援やゼロカーボンシティの推
進、地域防災施設の整備なども提案された。観光アク
ションプラン策定による関係人口と交流人口の創出、
花火大会検証事業ではしっかりとした安全対策や経済
効果の検証が実施される。市民の安心安全と今後の市
の魅力向上と持続可能な発展に向け、全議案に賛成す
る。

議第7号 令和6年度一般会計補正予算（第2号）

議第8号
福知山市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

議第9号 福知山市税条例の一部改正

議第10号 過疎地域における福知山市税条例の特例に関する条
例の一部改正

議第11号 福知山市都市計画税条例の一部改正

議第12号 福知山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

議第13号
福知山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部改正

議第14号 福知山市地域包括支援センターの包括的支援事業を
実施するために必要な基準を定める条例の一部改正

議第15号 福知山市立公民館条例の一部改正
議第16号 福知山市空家等の適正管理に関する条例の一部改正
議第17号 福知山市地域住民センター条例の一部改正
議第18号 物品の取得（消防ポンプ自動車）
議第19号 物品の取得（多機能型小型動力ポンプ付積載車 ほか）
議第20号 物品の取得（高規格救急自動車）
議第21号 物品の取得（スクールバス）
議第22号 財産の無償貸付（旧俊明多目的集会所の土地・建物）
議第23号 損害賠償の額（車両の損害）
議第24号 公平委員の選任（黒

く ろ

木
き

 寿
ひさし

 氏）
議第25号 公平委員の選任（阪

さ か

根
ね

 美
み

智
ち

子
こ

 氏）
議第26号 教育委員の任命（織

お

田
だ

 信
の ぶ

夫
お

 氏）
議第27号 固定資産評価審査委員会委員の選任（木

きの

下
した

 知
とも

之
ゆき

 氏）

■全員賛成で可決・同意となった議案

6月定例会の議決結果について

6月定例会の議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。
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3期目の市政を問う3期目の市政を問う
ここが聞きたい！　6月定例会ここが聞きたい！　6月定例会
代表質問・一般質問代表質問・一般質問

代表質問
質問議員

一般質問
質問議員

録画配信中！
代表質問・一般質問の
録画配信は、各議員の
二次元コードからご覧
になれます。

スマートフォンからスマートフォンから
ご覧になれますご覧になれます

１．新政会

中
なか

嶋
じ ま

　　守
まもる

		議員
２．対話の時代

イシワタ　マリ		議員
３．地域政党「ふくちやま・市民の声」

荒
あら

川
か わ

　浩
ひろ

司
し

		議員
４．福知山市議会公明党

吉
よし

見
み

　茂
しげ

久
ひ さ

		議員
５．日本共産党福知山市会議員団

中
なか

村
む ら

　初
はつ

代
よ

		議員
６．蒼士会

髙
たか

橋
は し

　正
まさ

樹
き

		議員
７．無所属・維新議員団

塩
しお

見
み

　　聡
さとる

		議員

８．地域政党「ふくちやま・市民の声」

水
みず

谷
た に

　タツヤ		議員
９．福知山市議会公明党

大
おお

谷
た に

　洋
よう

介
す け

		議員
10．新政会

小
こ

松
まつ

　遼
りょう

太
た

		議員
11．新政会

岡
おか

野
の

　天
たか

明
あ き

		議員
12．地域政党「ふくちやま・市民の声」

足
あ

立
だち

　治
はる

之
ゆ き

		議員
13．蒼士会

藤
ふじ

本
も と

　喜
よし

章
あ き

		議員
14．蒼士会

野
の

田
だ

　晋
しん

介
す け

		議員

15．新政会

片
かた

山
や ま

　正
まさ

紀
き

		議員
16．地域政党「ふくちやま・市民の声」

小
お

原
はら

　彰
あき

紀
の り

		議員
17．新政会

井
いの

上
う え

　雄
ゆう

一
い ち

		議員
18．日本共産党福知山市会議員団

吉
よし

見
み

　純
すみ

男
お

		議員
19．無所属・維新議員団

岩
いわ

﨑
さ き

　崇
たか

央
ひ ろ

		議員
20．蒼士会

森
もり

下
し た

　賢
けん

司
じ

		議員
21．日本共産党福知山市会議員団

梶
かじ

原
わ ら

　秀
ひで

明
あ き

		議員

※所属会派は7月23日現在
※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が代表質問・一般質問を行った時点のも

のであり、発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承
ください。

※市長選挙直後に行う定例会では、会派を代表して行う代表質問と一般質問を併
用しています。
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問
　
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理

用
品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
　

最
も
大
切
な
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾

け
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
　

委
員
会
で
は
、
そ
う
し
た
子
　

ど
も
た
ち
の
声
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
福
知
山
西
南
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
4
月
下

旬
よ
り
、
市
立
小
中
学
校
に

生
理
用
品
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
寄
付
を
き
っ
か

け
に
、
あ
る
中
学
校
で
は
、

従
来
の
保
健
室
で
の
手
渡
し

に
加
え
、「
ト
イ
レ
に
も
置

い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

声
が
生
徒
か
ら
上
が
り
、
保

健
体
育
の
女
子
生
徒
の
授
業

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
の
声
が
あ
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
。

（
教
育
部
長
）

問
　
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
声
を
受
け
、
生
理
用

品
の
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
　
教
育
委
員
会
で
は
、
従

来
の
生
理
用
品
の
保
健
室
で

の
配
布
は
継
続
し
な
が
ら
、

併
せ
て
、
ま
ず
は
数
校
の
中

学
校
で
試
験
的
に
ト
イ
レ
に

設
置
し
、
学
校
現
場
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
各
校
の
ト
イ

レ
に
設
置
す
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。

（
教
育
長
）

試験的にトイレに設置された生理用品
（桃映中学校）

その他の質問

・大橋市政、3期目の基本政策について
・夜久野ふれあいプラザの現場に応じた効率的

な施設管理と利便性の向上について

学校での生理用品の配置対応は
中学校で試験的にトイレに設置

Q
A

　　　　　　新政会

中
な か

嶋
じ ま

　　守
まもる

  議員

問
　
本
市
「
多
様
な
学
び
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
子
ど

も
の
居
場
所
の
選
択
肢
を
複

数
提
示
し
て
い
る
が
、
不
登

校
に
悩
む
人
に
適
切
に
届
い

て
い
な
い
。
学
校
現
場
に
ど

う
指
導
し
て
い
る
か
。

答
　
教
育
福
祉
の
連
携
チ
ー

ム
が
各
校
を
回
り
、
改
め
て

周
知
に
努
め
て
い
る
状
況
。

問
　
将
来
的
に
公
民
連
携
の

予
算
執
行
の
展
開
を
要
望
。

例
え
ば
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
利
用
料
支
援
の
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
は
行
政
主
導

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

た
め
考
え
て
い
な
い
。

問
　
文
部
科
学
省
は
、
不
登

校
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援
や

学
校
復
帰
時
の
選
択
肢
（
ク

ラ
ス
替
え
・
転
校
な
ど
）
に

ま
つ
わ
る
丁
寧
な
対
応
を
目

指
す
よ
う
掲
げ
て
い
る
。
現

状
は
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活

用
や
、
ア
ナ
ザ
ー
ク
ラ
ス
、

区
域
外
通
学
制
度
で
の
対
応

を
想
定
。
申
し
出
が
あ
れ
ば

本
人
や
保
護
者
の
意
向
を
大

切
に
十
分
協
議
し
て
い
る
。

問
　
学
校
教
育
そ
の
も
の
を

更
新
す
る
考
え
は
。

答
　
教
科
担
任
制
の
導
入
や
、

乳
幼
児
期
か
ら
切
れ
目
な
い

発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
護
者
と
気
軽
に
意
見
交
換

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
工
夫

に
も
努
め
た
い
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

令和5年度オープンした多様な学びの居場所
「SIROらぼ」

その他の質問
・未来のジェンダー平等に向けて「包括的性教

育」「生命の安全教育」の充実を
・住民投票をめぐる運動をふまえた市民参画に

ついての考え方と「福知山市自治基本条例」
の位置付けは

全ての子どもへ多様な学びを
情報周知し、工夫に努めたい

Q
A

　　　　　　対話の時代

イシワタ　マリ  議員
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リニューアルオープンした三和荘

その他の質問

・「（仮称）あんしんネットワーク」の構
築とは
・地域活動の参加や就労など社会参加を促

す取組みは

リニューアルした三和荘の利用は
コロナ禍前の賑い取り戻してきた

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

吉
よ し

見
み

　茂
し げ

久
ひ さ

  議員

市長選挙・市議会議員補欠選挙のポスター掲示板

その他の質問
・大橋市長の選挙公約7本柱43項目について
・特別参与の設置について
・本市職員採用試験に福知山公立大学推薦枠の

導入は
・「ローカル10,000プロジェクト」事業につ

いて

今回の市長選挙の投票率は
49.42％

Q
A

　地域政党「ふくちやま・市民の声」

荒
あ ら

川
か わ

　浩
ひ ろ

司
し

  議員

No.145　議会だより　10

代
表
質
問



市ホームページ「毎日の給食写真」より

その他の質問
・災害対策について
・小中学校のトイレに生理用品の

設置を
・福知山市立図書館大江分館の整

備について

小中学校の学校給食費を無償に
国に全国一律の無償化を要望する

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員

問
　
市
民
病
院
の
立
体
駐
車

場
は
、
朝
の
混
雑
時
に
は
3

人
、
時
に
は
4
人
が
交
通
整

理
に
当
た
っ
て
い
る
。
自
動

車
の
走
行
が
左
回
り
（
反
時

計
回
り
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
な
の
か
。

答
　
駐
車
台
数
を
確
保
す
る

た
め
に
、
一
部
、
地
下
駐
車

場
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、

地
下
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え

た
結
果
、
今
の
よ
う
な
少
し

複
雑
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
通
常
、
日
本
の
よ
う
に

車
両
が
左
側
通
行
の
国
で
は
、

駐
車
場
の
進
行
方
向
は
右
回

り
（
時
計
回
り
）
と
す
る
の

が
セ
オ
リ
ー
で
、
市
民
病
院

の
よ
う
に
左
回
り
と
し
て
い

る
例
は
、
他
に
見
当
た
ら
な

い
。

　
左
回
り
だ
と
、
必
ず
ど
こ

か
で
車
が
平
面
交
差
す
る
こ

と
に
な
る
。
現
状
の
よ
う
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
の
か
と
、
現
地
を
何
度

も
歩
い
て
確
か
め
た
が
、
進

行
方
向
を
逆
に
変
更
し
て
も

機
能
上
、
特
に
問
題
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。

　
建
築
か
ら
18
年
が
経
過
し

て
設
備
更
新
の
時
期
も
近
づ

い
て
い
る
。
平
面
交
差
解
消

と
警
備
の
省
力
化
の
た
め
に
、

こ
の
際
、
不
合
理
な
動
線
を

改
修
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

答
　
法
令
や
基
準
を
満
た
し

つ
つ
、
動
線
の
変
更
が
可
能

か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
病
院
事
務
部
長
）

駐車場出入り口
（赤色矢印が入庫、緑色は出庫方向）

その他の質問

・市長選挙において市長が掲げられた
政策目標について問う

なぜ反対回り？　市民病院駐車場　
動線変更の可能性を検討

Q
A

　　　　　　蒼士会

髙
た か

橋
は し

　正
ま さ

樹
き

  議員
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2035年から2040年の総人口減少率予測
（出典：内閣府RESAS）

予測より人口減少が進んでいるが
総合的に自然増社会増に取り組む

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

塩
し お

見
み

　　聡
さとる

  議員

ワクチンの健康被害比較

藤江成光氏講演会資料（2024.06.18までの厚労省データによる）

その他の質問

・オーガニック給食導入について

コロナワクチンの認定死亡者数は
全国で618人

Q
A

　地域政党「ふくちやま・市民の声」

水
み ず

谷
た に

　タツヤ  議員

その他の質問

・なし
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問
　
福
知
山
公
立
大
学
で
の

特
別
支
援
教
育
に
悩
む
市
教

員
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
研
究

に
つ
い
て
の
経
緯
は
。

答
　
内
閣
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
、
東
京
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
を
中
心
に

進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
で
、

福
知
山
公
立
大
学
が
共
同
研

究
機
関
と
な
っ
て
お
り
本
市

も
参
加
し
た
。

問
　
こ
の
研
究
の
現
状
は
。

答
　
市
内
の
全
小
中
学
校
に

展
開
し
て
い
く
た
め
、
本
年

度
は
六
人
部
小
学
校
と
六
人

部
中
学
校
に
お
い
て
、
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
を
活
用
し
た
シ

ス
テ
ム
が
活
用
で
き
る
予
定

で
あ
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

問
　
本
市
は
、
福
知
山
公
立

大
学
福
畠
准
教
授
を
介
し
、

東
京
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
研
究
で
得
ら
れ
る

効
果
は
。

答
　
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

教
員
が
専
門
家
か
ら
特
別
支

援
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
に
適
切
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
東

京
大
学
大
学
院
の
最
新
の
知

見
を
活
用
で
き
、
本
市
全
体

の
教
員
の
資
質
、
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

（
教
育
長
）

東京大学との連携協定締結式

その他の質問
・がん患者の治療に伴う外観ケア（アピアランスケ

ア）のための公費助成について
・行政手続き窓口に難聴者が意思疎通しやすい軟骨

伝導イヤホンの導入を
・つつじが丘・向野団地統合建て替えと丘地区人権

関連施設の集約化・複合について
・消防団の担い手確保について
・スタートした物価高対応の定額減税の現状について

特別支援教育に係る東大の研究は
市教員の資質向上につながる

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員

問
　
市
長
公
約
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

宣
言
を
す
る
理
由
は
。

答
　
最
新
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
全
国
平
均
の
1
・
33

を
上
回
る
1
・
84
と
い
う
高

い
水
準
を
維
持
し
、
本
市
の

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と

育
ち
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
、
ま
ち
全
体
で
子

育
て
環
境
の
向
上
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
企
業
、
自

治
体
、
個
人
が
協
力
し
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
た
く
な
る

福
知
山
市
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
強
く
推
し
進
め
る
意
志

を
市
内
外
に
発
信
す
る
た
め

宣
言
を
行
う
。
　
（
市
長
）

問
　
具
体
的
に
い
つ
ど
の
よ

う
な
宣
言
を
行
う
の
か
。

答
　
市
が
目
指
す
理
念
を
示

す
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、

具
体
的
な
取
り
組
み
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
併
せ
て
発

信
し
て
い
き
た
い
。
当
事
者

の
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
す
る
た
め
に
共
に
考
え

る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て

宣
言
を
行
う
。

問
　
み
ん
な
で
宣
言
を
作
り

上
げ
る
た
め
、
公
募
や
場
づ

く
り
な
ど
を
す
る
考
え
は
。

答
　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

進
め
る
た
め
に
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
支
援
団
体
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
委
員
会
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
行
い
、
会
議
の

場
で
意
見
を
求
め
る
予
定
で

あ
る
。
（
子
ど
も
政
策
監
）

（公社）日本青年会議所が2021年から進める
ベビーファースト運動HPロゴ

その他の質問

・放課後児童クラブのあり方は
・市民や事業者と行政・職員の関係性について

本市のベビーファースト宣言とは
当事者のニーズに合致する宣言を

Q
A

　　　　　　新政会

小
こ

松
ま つ

　遼
りょう

太
た

  議員
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丹波くり園（三和町）

その他の質問
・国道9号福知山道路の計画における市道新庄向山

線との接続箇所及び交通の安全確保対策について
・福祉施策と教育施策上の課題とこれからの対応に

ついて
・台風7号災害に係る復旧・復興事業で残された課

題について

丹波くり生産力向上の支援策を
生産者への支援策の拡充に努める

Q
A

　　　　　　新政会

岡
お か

野
の

　天
た か

明
あ き

  議員

楽しい思い出いっぱいの修学旅行

その他の質問
・公用車運行記録簿兼市内出張簿について
・市民から届いた郵便物の管理について
・駅南地域の土壌汚染対応について
・視覚に障害のある方のスマートフォン利用促

進について

修学旅行費用無償化は必要なのか
他自治体の事例を参考に実施する

Q
A

　地域政党「ふくちやま・市民の声」

足
あ

立
だ ち

　治
は る

之
ゆ き

  議員

No.145　議会だより　14

一
般
質
問



昭和放課後児童クラブ

その他の質問

・介護・福祉人材養成センターへの運営支援に
ついて
・学校給食の管理運営について

昭和放課後児童クラブ今後の方針
令和7年度、設計に着手したい

Q
A

　　　　　　蒼士会

藤
ふ じ

本
も と

　喜
よ し

章
あ き

  議員

福知山市経常収支比率の推移

その他の質問
・登下校時見守り活動の人材確保について
・福知山市花火大会再開に向けての本市の関わ

り方と今後の展望について
・多様化する保育ニーズに対応するための公立

幼稚園の考え方について

3期目財政改革の取り組みは
市民ニーズに適応した見直しを

Q
A

　　　　　　蒼士会

野
の

田
だ

　晋
し ん

介
す け

  議員
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問
　
工
場
の
改
築
、
増
築
、

増
設
な
ど
再
投
資
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
多
く
の
長
田
野

工
業
団
地
立
地
企
業
に
と
っ

て
「
建
ぺ
い
率
」「
緑
地
率
」

「
環
境
保
全
に
関
す
る
協

定
」
な
ど
の
法
定
基
準
を
上

回
る
過
度
の
規
制
が
負
担
と

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
平

成
30
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た

「
長
田
野
工
業
団
地
利
活
用

増
進
計
画
」
の
重
点
項
目
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
規
制
緩

和
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
工
業
団
地
創
業
以
降
50

年
が
経
過
し
た
長
田
野
工
業

団
地
立
地
企
業
に
お
い
て
は
、

設
備
の
更
新
や
工
場
増
設
な

ど
新
た
な
投
資
を
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
「
投
資
環
境
の
整
備
」
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
私
の
公

約
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
長
田
野
工
業
団
地
利
活

用
増
進
計
画
」
の
期
間
を
延

伸
し
、
今
後
の
増
進
計
画
を

検
討
し
て
い
く
中
で
「
建
ぺ

い
率
」
や
「
緑
地
率
」
の
見

直
し
、
ま
た
「
環
境
保
全
に

関
す
る
協
定
」
に
定
め
る
基

準
値
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

も
、
立
地
企
業
や
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
よ
く
お
聞
き

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
市
長
）

長田野工業団地（航空写真）

その他の質問

・誰一人取り残さない安心安全な防災対策について
・主要地方道「市島和知線（台頭工区）」の整備促進

について
・男性職員の育児休業の取得奨励について
・放課後児童クラブの機能と果たすべき役割について

長田野工業団地の規制緩和を求む
投資環境の整備に向けて検討する

Q
A

　　　　　　新政会

片
か た

山
や ま

　正
ま さ

紀
き

  議員

問
　
太
陽
光
発
電
事
業
は
脱

炭
素
に
効
果
の
あ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
各
地

で
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
一
方
で
自
然
破
壊
や
土

砂
災
害
の
要
因
と
な
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
す
る
本
市
の
考
え

は
。

答
　
太
陽
光
発
電
事
業
の
計

画
認
定
は
経
済
産
業
大
臣
の

権
限
で
あ
る
。
再
エ
ネ
特
措

法
は
令
和
5
年
度
に
改
正
さ

れ
、
事
業
者
に
対
し
て
周
辺

住
民
な
ど
へ
の
説
明
が
必
須

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
市
の

計
画
に
お
い
て
も
環
境
配
慮

を
踏
ま
え
た
再
エ
ネ
事
業
の

促
進
を
明
記
し
て
い
る
。

問
　
全
国
に
は
、
市
町
村
に

お
い
て
禁
止
区
域
や
農
地
な

ど
の
抑
制
区
域
を
設
定
し
た

上
で
、
太
陽
光
発
電
事
業
を

市
の
許
可
対
象
と
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
先
進
事
例

が
あ
る
。
本
市
に
も
そ
う

い
っ
た
条
例
制
定
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
す
で
に
日
本
は
国
土
面

積
当
た
り
の
太
陽
光
発
電
設

備
容
量
が
主
要
国
の
中
で
最

大
と
な
っ
て
い
る
が
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
て
農
地
や
山
林
に
注

目
す
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
向
け
た
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。
今
後
こ
う
し
た
国

の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。
　
（
産
業
政
策
部
長
）

全国に敷設が進む太陽光パネル

その他の質問

・「福知山市障害者雇用1000人のまちプロ
ジェクト」の成果について
・街路樹の伐採について

太陽光発電設備開発に条例を
国の動きを注視していく

Q
A

　地域政党「ふくちやま・市民の声」

小
お

原
は ら

　彰
あ き

紀
の り

  議員
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問
　
市
長
公
約
「
子
ど
も
た

ち
が
い
き
い
き
と
育
ち
、
学

ぶ
ま
ち
」
に
つ
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
対
す

る
支
援
は
。

答
　
令
和
5
年
度
か
ら
中
学

生
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ

い
て
部
活
動
改
革
検
討
会
議

を
設
置
し
協
議
を
重
ね
実
証

を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
か
ら

の
意
見
は
、「
他
校
の
生
徒

と
の
練
習
で
刺
激
が
も
ら
え

た
」
や
「
練
習
人
数
も
増
え

る
た
め
練
習
の
幅
が
広
が
っ

た
」、「
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
、
お
お
む
ね
良
好
な
感
想

を
得
た
。
2
種
目
を
実
施
し
、

サ
ッ
カ
ー
は
11
回
2
8
1
名
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
は
22
回

の
開
催
で
3
1
5
名
が
参
加

し
た
。
令
和
6
年
度
は
、
剣

道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男

子
、
女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
、
文
化
活
動
と
し
て
合

唱
を
加
え
て
対
象
種
目
と
し

て
実
施
予
定
で
あ
る
。

（
市
長
）

問
　
全
国
大
会
な
ど
へ
出
場

す
る
個
人
、
団
体
に
対
し
て

本
市
の
応
援
の
カ
タ
チ
は
。

答
　
従
来
か
ら
郷
土
福
知
山

を
代
表
し
出
場
さ
れ
る
こ
と

を
称
え
激
励
会
を
開
催
し
記

念
品
を
贈
っ
て
い
る
。
新
た

な
応
援
の
カ
タ
チ
と
し
て
、

懸
垂
幕
の
掲
出
に
つ
い
て
基

準
を
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
7
月
末
を
目
処
に

実
施
し
、
チ
ー
ム
や
選
手
の

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
く
。

（
地
域
振
興
部
理
事
）

ハピネスふくちやまの懸垂幕

その他の質問

・開館1年を迎える「福知山鉄道館フク
レル」の課題と今後の展開について

・市長公約「市民の皆さんと財政も含
め未来を共有できるまち」について

スポーツ・文化の応援のカタチは
懸垂幕の掲出　7月末より

Q
A

　　　　　　新政会

井
い の

上
う え

　雄
ゆ う

一
い ち

  議員

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
は
任
意
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
年
12
月
2
日
に
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す

る
仕
組
み
に
移
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
が
1
割
に
も

満
た
な
い
現
在
に
お
い
て
も
、

資
格
情
報
が
無
効
に
出
る
ト

ラ
ブ
ル
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
不
具
合
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ

な
ど
の
不
具
合
が
続
い
て
い

る
。
現
行
の
国
民
健
康
保
険

証
の
存
続
を
国
に
求
め
る
べ

き
だ
が
。

答
　
国
民
に
不
安
な
ど
を
与

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国

に
は
し
っ
か
り
と
し
た
広
報

活
動
を
行
い
、
ま
た
、
窓
口

事
務
が
混
乱
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
各
市
町
村
へ
速
や
か

な
通
知
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
継
続
し
て
、
国
や
京
都
府

な
ど
に
そ
の
旨
を
伝
え
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い
な
い
方
へ
の

資
格
確
認
書
の
発
行
は
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録

し
て
い
な
い
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
保
険
証
の

有
効
期
限
内
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確

認
証
明
書
を
送
付
す
る
予
定
。

（
市
民
総
務
部
長
）

現行の紙の保険証

その他の質問
・三和診療所の診療体制拡充を問う
・水道水の有機フッ素化合物（PFAS）除去対

策を問う
・農林業振興施策を問う

国民健康保険証廃止に反対を
不安払拭を国・府に伝達

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員
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能登半島地震における本市の災害復旧派遣

地震から市民の命を守るには
国、各関係機関と連携していく

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

岩
い わ

﨑
さ き

　崇
た か

央
ひ ろ

  議員

問
　
児
童
科
学
館
の
近
年
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
4
年
度
は
約
4
万

1
千
人
で
過
去
最
多
と
な
っ

た
。
団
体
利
用
も
多
く
、
市

内
の
小
学
4
年
生
が
学
校
単

位
で
来
訪
。
近
隣
市
町
か
ら

社
会
見
学
で
の
来
場
者
も
多

い
。

問
　
館
内
設
備
や
展
示
物
の

更
新
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
12
年
度
に
大
規
模

な
展
示
物
の
更
新
を
行
い
、

平
成
26
年
度
、
28
年
度
に
も

更
新
を
実
施
し
た
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

機
の
保
守
点
検
や
部
品
交
換

の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
投
影
機
と
付
属
機
器
は
、

年
2
回
専
門
業
者
に
よ
る
保

守
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
消
耗
部
品
を
交
換
し
て

い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は

平
成
23
年
に
全
天
周
投
影
シ

ス
テ
ム
に
更
新
し
た
。

問
　
来
年
で
開
館
40
年
。
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
更
新
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
寿

命
は
約
40
年
で
あ
る
。
更
新

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
の
重
要
な
課
題
だ
。

問
　
更
新
に
必
要
な
費
用
は
。

答
　
概
算
で
約
1
億
5
千
万

円
の
事
業
費
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
今
後
の
将
来
展
望
は
。

答
　
今
後
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
更
新
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
（
建
設
交
通
部
長
）

開館40年を迎えた児童科学館プラネタリウム

その他の質問
・大橋市政3期目における、治水対策事業のさ

らなる進展に向けた考えは
・市街化調整区域制度の緩和などの考えは
・文化財や文化資料の恒常的な展示方法の検討は

児童科学館プラネタリウム更新を
重要な課題であり更新を検討する

Q
A

　　　　　　蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員

その他の質問

・なし
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修斉小学校の農業体験学習

その他の質問
・情報共有と情報公開のあり方の課題について
・シビックプライドの育成のために市に求めら

れているものは何か
・重要土地等調査法の市民への広報と市のかか

わりについて

農業体験学習に対する支援制度を
農林業振興課では考えていない

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

梶
か じ

原
わ ら

　秀
ひ で

明
あ き

  議員

８月29日(木)　本会議〔提案理由の説明（補正予算、条例等）〕
９月  9日(月)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、提案理由の説明（決算）、一般質問〕
　　10日(火)　本会議〔質疑～委員会付託（決算）、一般質問〕
　　11日(水)　本会議〔一般質問〕
　　12日(木)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　　13日(金)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　17日(火)　予算審査委員会〔補正予算〕、討論・採決
　　24日(火)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕　
　　25日(水)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　26日(木)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　27日(金)　決算審査委員会（所属別質疑）
　　30日(月)　決算審査委員会（所属別質疑　予備日）　
10月  7日(月)　決算審査委員会（総括質疑） 
　　  8日(火)　決算審査委員会（自由討議）
　　21日(月)　決算審査委員会（政策提言の確認） 
　　28日(月)　決算審査委員会（執行部との意見交換会、決算の討論・採決）
　　31日(木)　本会議〔委員長報告～採決（決算）〕
11月  1日(金)（ 会 期 ）

9月定例会 の予定（65日間）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

本会議などの
ライブ配信はこちらから

19　議会だより　No.145

一
般
質
問

お
知
ら
せ



No.145　議会だより　20

活
動
日

７
月
31
日
㈬

視
察
先

兵
庫
県
神
戸
市

学
年
（
チ
ー
ム
）
担
任
制
に
つ
い
て

神
戸
市
で
は
昨
年
度
か
ら
学
年

（
チ
ー
ム
）
担
任
制
を
導
入
し
て
い

る
。
学
級
担
任
を
固
定
せ
ず
、
学
級

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
指
導
な
ど
の

業
務
を
複
数
の
教
員
が
週
や
月
ご
と

に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
担
当
し
て
行
う
学
級
運
営

方
法
で
あ
る
。
今
年
度
は
小
学
校
５

校
、
中
学
校
３
校
、
小
中
一
貫
校
１

校
が
モ
デ
ル
実
施
校
で
あ
る
。
実
際
、

昨
年
度
実
施
し
た
中
で
考
え
ら
れ
る

利
点
は
児
童
生
徒
の
変
化
に
気
づ
く

機
会
が
増
え
、
早
期
か
つ
丁
寧
な
対

応
が
期
待
で
き
た
。
児
童
生
徒
、
保

護
者
に
と
っ
て
、
相
談
で
き
る
教
職

員
が
増
え
、
安
心
感
が
高
ま
っ
た
。

ま
た
、
業
務
の
平
準
化
、
標
準
化
が

図
ら
れ
、
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
課
題
と
し
て
、
ど
の
教
職
員
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
り
づ
ら
く
、

依
頼
や
相
談
が
特
定
の
教
員
に
偏
る
。

教
員
間
で
の
情
報
共
有
、
引
き
継
ぎ

な
ど
を
こ
ま
め
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

利
点
や
課
題
も
参
考
に
な
り
、
今
後

も
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

全
国
的
に
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
が
進
む
中
で
、
中
学
校
部
活
動

の
専
門
性
や
意
思
に
関
わ
ら
ず
教
員

が
顧
問
を
担
う
体
制
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
神
戸
市

で
は
２
０
２
６
年
度
よ
り
平
日
、
休

日
と
も
に
生
徒
が
地
域
の
方
々
と
共

に
活
動
が
で
き
る
「
神
戸
の
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
」
＝
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
◆
Ｋ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
（
コ
ベ
カ
ツ
）」
に
完
全
移

行
と
な
る
。
中
学
校
の
部
活
動
の
種

目
は
限
ら
れ
て
い
る
が
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

◆
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
は
、
中
学
校
の
施

設
を
活
用
し
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
学
校
の
枠
を
超
え
て
、
自
身
が

や
り
た
い
こ
と
を
選
択
で
き
る
。
運

営
団
体
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

で
登
録
制
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
募
集
準
備
に
掛
か
り
た
い
と
し

て
い
る
。
課
題
は
あ
る
が
働
き
方
改

革
と
し
て
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。

小中学校教員の働き方改革について学年担任制、
部活動地域移行の先進地を視察

委 員 会 活 動 報 告
教育厚生委員会

活
動
日

６
月
17
日
㈪

令
和
６
年
４
月
か
ら
本
格
運
用
を

開
始
し
た
標
記
の
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
現
地
視

察
を
実
施
し
、
説
明
を
受
け
た
上
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
消
防
本
部
か
ら
説
明
を
受

け
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
至
っ
た
経
緯

や
概
要
の
再
確
認
を
行
っ
た
。

京
都
府
中
・
北
部
６
消
防
本
部
か

ら
24
名
の
職
員
の
派
遣
を
受
け
、
内

21
名
の
交
替
勤
務
者
が
７
名
ず
つ
３

班
に
分
か
れ
て
、
午
前
９
時
か
ら
翌

日
午
前
９
時
ま
で
勤
務
し
指
令
業
務

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
な
ど
勤
務
体

制
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
実
際
の
指
令
セ
ン
タ
ー

に
入
室
し
、
業
務
風
景
を
見
学
し
て
、

各
委
員
か
ら
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

今
回
新
た
に
導
入
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
１
１
９
シ
ス
テ
ム
」
は
、
通
報

者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
さ
れ

た
現
場
の
映
像
を
指
令
セ
ン
タ
ー
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
、
災
害

対
応
を
迅
速
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ア
プ
リ
が
不
要
で
、
通
報
者

に
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
を
送
り
、
画
面

に
表
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
し

て
簡
単
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
運
用
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
に

約
50
件
の
利
用
が
あ
り
、
一
定
の
導

入
効
果
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
運
用
上
の
ト
ラ

ブ
ル
は
な
い
が
、
課
題
と
し
て
、
６

消
防
本
部
か
ら
職
員
が
勤
務
し
て
い

る
た
め
、
広
域
化
に
よ
り
通
報
者
が

告
げ
る
通
報
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ

き
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
地
名
・
地
理
を
習
得
す
る

訓
練
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

順
調
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
と
と
も
に
、
今
後
の
安
定

運
営
に
も
期
待
が
持
て
る
現
地
視
察

で
あ
っ
た
。

本格運用開始から２カ月半
京都府中・北部地域消防指令センターの運用状況を視察

委 員 会 活 動 報 告
総務防災委員会

神戸市行政視察

概要説明

指令センター視察

委
員
会
活
動
報
告
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委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

産業建設委員会研修会
「“再エネ”って何？〜気候危機から始まるステキな地域づくり〜」

議会業務継続計画、政治倫理条例策定に向けて
先進議会を視察（岩倉市・犬山市）

視
察
日

８
月
７
日
㈬

視
察
先

愛
知
県
岩
倉
市

岩
倉
市
議
会
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

岩
倉
市
議
会
は
、
大
規
模
自

然
災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る

「
議
員
」
や
「
議
会
」、「
議
会
事

務
局
職
員
」
の
行
動
基
準
を
各
段

階
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
で
、
迅

速
か
つ
継
続
的
な
議
会
活
動
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
市

議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」

を
策
定
し
て
い
る
。
計
画
に
基
づ

き
、
毎
年
12
月
議
会
に
は
議
会
に

お
け
る
避
難
訓
練
の
実
施
、
防
災

訓
練
で
は
市
の
対
策
本
部
に
隣
接

し
て
、「
市
議
会
災
害
対
策
支
援
本

部
」
を
設
置
し
、
訓
練
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時
に
備

え
た
「
福
知
山
市
議
会
業
務
継
続

計
画
」
の
策
定
を
今
期
の
議
会
運

営
委
員
会
の
年
間
活
動
計
画
に
位

置
付
け
て
活
動
し
て
い
る
中
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

視
察
日

８
月
８
日
㈭

視
察
先

愛
知
県
犬
山
市

犬
山
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

犬
山
市
議
会
は
「
議
会
基
本
条

例
」
で
議
員
の
政
治
倫
理
を
定
め

て
い
る
が
、
具
体
的
な
政
治
倫
理

基
準
や
政
治
倫
理
違
反
が
あ
っ
た

場
合
の
審
査
請
求
の
規
定
が
な

か
っ
た
た
め
、
新
た
に
「
政
治
倫

理
条
例
」
を
策
定
し
た
。

条
例
制
定
後
、
政
治
倫
理
条
例

を
遵
守
す
る
旨
の
誓
約
書
を
全
議

員
が
提
出
し
て
お
り
、
こ
の
条
例

が
議
員
の
行
動
に
対
し
て
抑
止
力

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
審
査
請
求
は
１
件

あ
っ
た
が
、
審
査
会
で
審
査
し
た

結
果
、
違
反
行
為
で
な
い
と
い
う

結
論
に
至
っ
て
い
る
。

犬
山
市
の
政
治
倫
理
条
例
策
定

に
お
け
る
経
緯
や
特
徴
、
ま
た
課

題
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を
受
け
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
福
知
山
市
議
会
政
治
倫
理

条
例
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

委 員 会 活 動 報 告
議会運営委員会
議会改革検討会議

開
催
日

６
月
20
日
㈭

講　
師

た
ん
た
ん
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社

代
表
取
締
役木原　

浩
貴 

氏

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
令
和
６

年
度
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、

社
会
課
題
で
も
あ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
・
再
エ
ネ
・
森
林
環
境
整

備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
理
解
を
深

め
る
た
め
、
委
員
会
お
よ
び
他
の
議

員
や
担
当
課
、
市
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
気
候
変
動
の
問
題
、
世
界
の

環
境
を
取
り
巻
く
動
き
や
本
市
の
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
の
変

化
で
変
わ
る
未
来
が
あ
る
の
だ
と
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
中
身
の
濃
い
内
容

で
、
質
疑
応
答
の
時
間
に
は
議
員
や

市
民
か
ら
多
く
の
前
向
き
な
質
問
が

出
ま
し
た
。
研
修
の
中
で
、
電
力
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
買
は
価
格
で
は
な

く
国
内
で
お
金
が
循
環
し
て
い
る
の

か
と
い
う
視
点
が
大
切
な
こ
と
や
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
も
断
熱
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
森
林
を
生
か
し
た
再
エ
ネ

の
創
出
な
ど
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
見

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
研
修

で
得
た
知
見
を
生
か
し
て
、
委
員
会

と
し
て
も
今
後
の
政
策
に
つ
い
て
提

言
が
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

産業建設委員会研修会

市は地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に
関する協定を締結された（平成31年1月23日）

犬山市議会での視察

委
員
会
活
動
報
告
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活
動
日

6
月
19
日
㈬

内　
容

京
都
府
と
の
勉
強
会

お
よ
び
意
見
交
換
会

京
都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所
か

ら
、
①
令
和
５
年
８
月
台
風
７
号

災
害
に
つ
い
て
②
京
都
府
河
川
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
つ

い
て
③
令
和
６
年
度
主
な
河
川
砂

防
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み

が
効
果
を
発
現
し
た
事
例
が
報
告

さ
れ
た
。
谷
河
川
の
砂さ

防ぼ
う
堰え
ん
堤て
い
の

整
備
に
よ
り
、
台
風
７
号
豪
雨
時

流
出
し
た
土
砂
を
捕
捉
し
、
下
流

へ
の
土
石
流
が
回
避
さ
れ
、
被
害

発
生
を
防
止
し
た
。
牧
川
の
河
道

掘
削
や
樹
木
伐
採
に
よ
り
河
道
断

面
を
広
げ
た
結
果
、
最
高
水
位
が

抑
え
ら
れ
、
浸
水
被
害
の
防
止
に

つ
な
が
っ
た
。　

勉
強
会
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
、
河
川
の
整
備
な
ど
各
事
業
の

着
実
な
推
進
を
要
望
し
た
。

活
動
日

7
月
29
日
㈪

内　
容

国
土
交
通
省
福
知
山

河
川
国
道
事
務
所
と
の

勉
強
会
お
よ
び

現
場
視
察

国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国
道

事
務
所
か
ら
、
頻
発
す
る
浸
水
被

害
に
対
し
て
の
「
由
良
川
水
系
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
内
容

や
令
和
６
年
度
の
河
川
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま

た
、
整
備
が
お
お
む
ね
完
了
し
た

福
知
山
市
域
に
お
け
る
総
合
的
な

治
水
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
戸
田
地
区
に
あ
る
由

良
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
新
設

さ
れ
た
弘
法
川
排
水
機
場
、
排
水

ポ
ン
プ
車
ピ
ッ
ト
の
現
場
を
視
察

し
た
。　

委 員 会 活 動 報 告
由良川改修促進
特 別 委 員 会

令和６年度河川整備事業の概要と課題
京都府および国交省福知山河川国道事務所との勉強会

勉強会および意見交換会

由良川防災ステーションの説明

委
員
会
活
動
報
告

お
知
ら
せ※詳細は後日、福知山市議会ホームページなどでお知らせします。

市内各所で順次開催予定令和６年11月

新文化ホールのコト
あなたの声 聞かせてください
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６
月
議
会
と
い
い
な
が
ら
、

市
長
選
挙
、
市
会
議
員
補
欠
選

挙
の
関
係
で
実
質
審
議
は
ほ
と

ん
ど
７
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
情
報
共
有

や
情
報
公
開
の
あ
り
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
一
般
質
問
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
事
業
と

し
て
、
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い

て
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
取
り
組
み
も
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
率
的

な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

そ
う
し
た
伝
達
手
段
を
所
持
し

て
お
ら
れ
な
い
方
も
あ
り
、
情

報
伝
達
の
あ
り
方
は
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
で
も
議
論
、

研
修
を
重
ね
な
が
ら
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も

叱
咤
激
励
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

教育厚生委員会副委員長に変更がありました

新しい議員の紹介

教育厚生委員会副委員長であった小瀧真里議員が、令和6年4月30日付けで議員を辞職され
ました。このことにより、教育厚生委員会副委員長の変更がありました。

（令和6年5月1日変更）
　副委員長／井上　雄一

本会議・委員会を傍聴しませんか
　本会議の傍聴は、市役所本庁６階へ、委員会の傍聴は、本庁５階各委員会室へお越しください。なお、団体
で傍聴を希望される方は、事前に市議会事務局までご連絡ください。

問合せ先 福知山市議会事務局 〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の
傍聴ができます。
　手話通訳者・要約筆記者の派遣を希望される方は、
事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、市議会事務
局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウン
ロードできます。

　議場内の発言を音声認識ソフトで自動的に文字に変換し
てモニターに表示します。（自動変換であり、誤変換が生
じることをご了承ください。）

本会議の傍聴席には、傍聴される方の聞きやすさ、
分かりやすさを支援するための設備があります。

令和６年３月定例会から

令和6年6月9日（日）に投•開票が
行われました「福知山市議会議員
補欠選挙」において、新しく1名
の議員が決まりました。

【記載事項】
①自治会　②会派　③所属委員会
④私の抱負
※（　）内＝中学校区

①辻（三和）
②地域政党「ふくちやま・市民の声」
③教育厚生委員会
④「食と子どもの未来をつなぐ！」が、
私の信条です。日本の食糧維持から
食育の観点で時代を先読みし活動し
ていきます。

水
みず

　谷
たに

　タツヤ

お
知
ら
せ
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産後ケアが「子どもを産み育てたいまち」をつくる。～ママのためのほっとサロン～
■今回の訪問議員：イシワタ　マリ　・　野田　晋介　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」
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妊
娠
中
〜
産
後
の
居
場
所

「
マ
マ
の
た
め
の
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
」
運
営
メ
ン
バ
ー
の
井い

の

上う
え

未み

沙さ

子こ

さ
ん
（
理
学
療
法

士
）、
片か

た

山や
ま

朱あ
か

音ね

さ
ん
（
産

後
指
導
士
）、
林は

や
し

あ
ゆ
み
さ

ん
（
子
育
て
サ
ロ
ン
運
営
）、

足あ

立だ
ち

易や
す

子こ

さ
ん
（
薬
剤
師
）、

池い
け

部べ

典の
り

子こ

さ
ん
（
作
業
療
法

士
）、
谷た

に

口ぐ
ち

佳か

歩ほ

さ
ん
（
看

護
師
）
と
、
監
修
役
の
杉す

ぎ

山や
ま

伸の
ぶ

子こ

さ
ん
（
産
婦
人
科
医
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
で
す
か

妊
娠
中
～
産
後
の
女

性
が
予
約
不
要
・
子

連
れ
で
気
軽
に
来
ら
れ
る

①
相
談 

②
学
び 

③
癒
し 

の

場
。
骨
盤
ケ
ア
、
薬
の
使
い

方
、
子
ど
も
の
発
達
、
性
教

育
…
な
ど
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
を
持
ち
寄
り
、

参
加
す
る
母
親
が
「
自
分
自

身
」
で
い
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
も
元

気
で
幸
せ
そ
う
な
マ

マ
＆
赤
ち
ゃ
ん
の
投
稿
が

多
い
中
、
産
後
の
し
ん
ど
さ

を
一
人
で
抱
え
て
い
る
女
性

を
助
け
た
い
…
。
専
門
職
メ

ン
バ
ー
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の

産
後
経
験
を
も
と
に
繋
が
り
、

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
人
に
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
子

ど
も
に
も
優
し
く
な
れ
る
。

誰
も
が
自
分
を
大
切
に
す
る

の
が
当
た
り
前
の
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

産
後
ケ
ア
と
は

出
産
し
た
女
性
が
心

身
を
回
復
す
る
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
支
援
の
こ
と
。

大
切
な
の
は
「
家
事
育
児
は

母
親
が
す
る
も
の
」
と
い
う

認
識
を
変
え
る
こ
と
で
す
。

夫
婦
で
子
ど
も
を
授
か
っ
た

な
ら
父
親
は
サ
ポ
ー
ト
役
で

は
な
く
同
志
。
こ
う
し
た
理

解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
を

導
入
す
る
企
業
も
出
て
き
ま

し
た
。

今
後
の
課
題
は

産
後
の
困
り
ご
と
と

し
て
、
民
間
の
子
育

て
情
報
が
点
在
し
て
い
て
入

手
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
産
後
は
そ
も
そ
も
情
報

収
集
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
す
ら

な
い
の
で
、
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
も
っ
と
必
要
な
人
に

届
く
仕
組
み
を
整
え
て
い
き

た
い
で
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

孤
独
な
子
育
て
か
ら
、

誰
か
に
気
に
か
け
て

も
ら
え
る
子
育
て
へ
。
困
っ

た
と
き
は
地
域
の
専
門
家
に

頼
っ
て
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

サロン運営メンバーの皆さん

ご夫婦でサロンに参加される方も

誰もが妊娠から産後を追体験できる
ボードゲーム「サンゴクエスト」

【
マ
マ
の
た
め
の
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
：
毎
月
第
２
水
曜
13
時

〜
15
時
／
予
約
不
要
／
参
加

費
無
料
／
※
９
月
よ
り
福
知

山
市
が
後
援
し
、
会
場
が
市

内
各
所
で
変
動
し
ま
す
。
詳

細
は
下
記
広
告
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
】


